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1. 平成30年7月期の連結業績（平成29年8月1日～平成30年7月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年7月期 7,098 6.7 372 26.6 376 26.6 260 37.9

29年7月期 6,651 ― 293 ― 297 ― 188 ―

（注）包括利益 30年7月期　　262百万円 （32.7％） 29年7月期　　197百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年7月期 146.87 ― 7.5 5.0 5.2

29年7月期 106.27 ― 5.6 4.3 4.4

（参考） 持分法投資損益 30年7月期 ―百万円 29年7月期 ―百万円

※平成29年7月期より連結財務諸表を作成しているため、平成29年7月期の対前期増減率については記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年7月期 8,197 3,557 43.4 2,014.15

29年7月期 6,884 3,388 49.2 1,906.61

（参考） 自己資本 30年7月期 3,557百万円 29年7月期 3,388百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年7月期 359 63 △205 1,525

29年7月期 △53 △1,382 721 1,307

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年7月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00 71 37.6 2.1

30年7月期 ― 20.00 ― 24.00 44.00 78 30.0 2.2

31年7月期(予想) ― 20.00 ― 25.00 45.00 29.4

3. 平成31年 7月期の連結業績予想（平成30年 8月 1日～平成31年 7月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 3,800 20.1 269 326.9 270 309.0 185 297.4 104.75

通期 7,200 1.4 398 7.2 400 6.2 270 3.7 152.88



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年7月期 1,798,800 株 29年7月期 1,798,800 株

② 期末自己株式数 30年7月期 32,669 株 29年7月期 21,469 株

③ 期中平均株式数 30年7月期 1,773,403 株 29年7月期 1,777,331 株

（注） 平成30年7月期の期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式が含まれ

ております。

（参考）個別業績の概要

平成30年7月期の個別業績（平成29年8月1日～平成30年7月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年7月期 6,025 3.9 334 △15.1 336 △15.1 238 △17.8

29年7月期 5,799 15.0 393 18.7 396 19.2 290 25.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年7月期 134.59 ―

29年7月期 163.43 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年7月期 6,883 3,640 52.9 2,061.16

29年7月期 6,337 3,494 55.1 1,966.40

（参考） 自己資本 30年7月期 3,641百万円 29年7月期 3,494百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「１. 経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、個人消費に持ち直しの動きが見られ、企業収益や雇用・所得環境に改善

が見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

このような状況のなか、当社グループは海外事業の拡大、グループ会社間の事業連携強化に取り組んでまいりま

した。

当連結会計年度における売上高は、包装機械事業が好調に推移したことから前連結会計年度に対し増収となりま

した。利益につきましては、売上総利益率が前期比0.6％低下したものの、増収の効果及び前連結会計年度において

発生した子会社株式取得に係る費用が当連結会計年度は発生しなかったこと等により、営業利益、経常利益、親会

社株主に帰属する当期純利益ともに前連結会計年度に対し大幅な増益となりました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、7,098百万円（前期比6.7%増）、営業利益は372百万円（前期比26.6%

増）、経常利益は376百万円（前期比26.6%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は260百万円（前期比37.9%増）

となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①包装機械事業

給袋自動包装機の販売台数が増加したこと等に伴い、売上高は6,163百万円（前期比7.7%増）となりましたが、

売上総利益率の低下や新規開発機種に係るコスト増加の影響により、営業利益は354百万円（前期比4.1%減）とな

りました。

②生産機械事業

保守案件の実績が増加したこと等に伴い、売上高は936百万円（前期比1.0%増）、営業利益は16百万円（前期は

営業損失0百万円）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における資産合計は8,197百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,312百万円増加いたしま

した。この主たる要因は、棚卸資産が1,083百万円増加したこと等によります。

（負債）

当連結会計年度末における負債合計は4,640百万円となり、前連結会計年度末に比べて1,144百万円増加いたしま

した。この主たる要因は、仕入債務が765百万円、前受金が420百万円、それぞれ増加したこと等によります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は3,557百万円となり、前連結会計年度末に比べて168百万円増加いたしま

した。この主たる要因は、自己株式が47百万円増加したものの、利益剰余金が189百万円、資本剰余金が24百万円、

それぞれ増加したこと等によります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ217百万円増

加し、1,525百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、359百万円（前期は53百万円の使用）となりました。収入の主な内訳は、仕入債

務の増加額764百万円、前受金の増加額420百万円、税金等調整前当期純利益376百万円等であり、支出の主な内訳

は、たな卸資産の増加額1,083百万円等であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果得られた資金は、63百万円（前期は1,382百万円の使用）となりました。収入の主な内訳は、定期

預金の純減額100百万円等であり、支出の主な内訳は、固定資産の取得による支出28百万円等であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、205百万円（前期は721百万円の獲得）となりました。収入の主な内訳は、自己

株式の処分による収入42百万円であり、支出の主な内訳は、長期借入金の返済による支出111百万円、配当金の支払

額70百万円、自己株式の取得による支出65百万円であります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、景気は今後も緩やかな回復が期待されるものの、米国の通商政策に起因する国際

関係の緊張の高まりなど、海外経済における不確実性があり、先行きは不透明な状況であります。

このような状況下で当社グループといたしましては、海外事業の拡大とグループ会社間の事業連携強化を重要課

題として、現在推進中である第５次中期経営計画で掲げている基本戦略を推進し、さらなる業績の向上を目指して

まいります。

次期の連結業績予想といたしましては、売上高7,200百万円（前期比1.4%増）、営業利益398百万円（前期比7.2%

増）、経常利益400百万円（前期比6.2%増）、親会社株主に帰属する当期純利益270百万円（前期比3.7%増）を予想

しております。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の利益配分は、長期的安定と成長を維持するという観点から、企業価値を増大させる再投資のための内部留

保と、株主への積極的な利益還元を図ることを基本方針としております。

配当政策につきましては、連結配当性向30％または連結純資産配当率（ＤＯＥ）2％を目安に、安定配当を堅持し

つつ、業績動向を見ながら配当金の増加を目指していく方針であります。

上記の基本方針のもと、当期の配当金につきましては、1株当たり期末配当金を24円とし、すでに実施している中

間配当金20円と合わせて、年間配当金44円を予定しております。詳細につきましては、本日付で公表いたしました

「剰余金の配当に関するお知らせ」をご参照ください。

また、次期の配当金につきましては、中間配当金20円、期末配当金25円、合わせて年間配当金45円を予定してお

ります。

内部留保資金につきましては、企業体質の強化や競争力強化のための人材投資、研究開発投資など将来の発展・

成長のために活用していくとともに、安定配当を維持する資金としても有効に活用してまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を

考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年７月31日)

当連結会計年度
(平成30年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,408,327 1,525,475

受取手形及び売掛金 1,406,947 1,407,566

電子記録債権 31,011 188,445

仕掛品 724,631 1,760,678

原材料及び貯蔵品 329,082 376,961

繰延税金資産 40,802 49,101

未収入金 204,020 206,044

その他 52,510 92,996

流動資産合計 4,197,333 5,607,270

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 435,757 411,351

土地 646,125 646,125

その他（純額） 20,420 20,788

有形固定資産合計 1,102,303 1,078,264

無形固定資産

のれん 696,422 659,928

商標権 96,450 91,396

技術資産 627,681 594,789

その他 54,109 42,648

無形固定資産合計 1,474,664 1,388,763

投資その他の資産

投資有価証券 63,227 66,756

その他 47,173 56,336

投資その他の資産合計 110,401 123,093

固定資産合計 2,687,369 2,590,122

資産合計 6,884,702 8,197,392
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年７月31日)

当連結会計年度
(平成30年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,080,578 1,764,073

電子記録債務 92,218 173,861

1年内返済予定の長期借入金 111,996 111,996

未払法人税等 79,500 99,091

前受金 419,357 840,182

役員賞与引当金 16,000 18,500

製品保証引当金 20,108 29,674

その他 494,057 535,675

流動負債合計 2,313,817 3,573,056

固定負債

長期借入金 746,674 634,678

繰延税金負債 323,752 311,570

役員退職慰労引当金 74,500 -

株式給付引当金 - 8,550

退職給付に係る負債 37,274 37,779

その他 - 74,500

固定負債合計 1,182,200 1,067,078

負債合計 3,496,017 4,640,135

純資産の部

株主資本

資本金 251,577 251,577

資本剰余金 282,269 306,392

利益剰余金 2,858,644 3,048,007

自己株式 △20,134 △67,206

株主資本合計 3,372,355 3,538,769

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,115 20,211

為替換算調整勘定 △1,786 △1,723

その他の包括利益累計額合計 16,329 18,488

純資産合計 3,388,684 3,557,257

負債純資産合計 6,884,702 8,197,392
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年８月１日
　至 平成29年７月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年８月１日

　至 平成30年７月31日)

売上高 6,651,233 7,098,094

売上原価 4,920,518 5,290,435

売上総利益 1,730,715 1,807,659

販売費及び一般管理費 1,436,764 1,435,535

営業利益 293,950 372,123

営業外収益

受取利息 206 289

受取配当金 1,778 1,846

仕入割引 2,626 2,790

受取地代家賃 1,317 -

助成金収入 776 1,179

為替差益 156 1,624

その他 2,625 2,520

営業外収益合計 9,488 10,250

営業外費用

支払利息 5,749 5,815

その他 210 -

営業外費用合計 5,960 5,815

経常利益 297,479 376,557

特別利益

固定資産売却益 3,785 -

特別利益合計 3,785 -

特別損失

固定資産売却損 543 -

固定資産除却損 0 63

特別損失合計 543 63

税金等調整前当期純利益 300,721 376,494

法人税、住民税及び事業税 110,272 139,062

法人税等調整額 1,565 △23,024

法人税等合計 111,837 116,038

当期純利益 188,883 260,456

親会社株主に帰属する当期純利益 188,883 260,456
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年８月１日
　至 平成29年７月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年８月１日

　至 平成30年７月31日)

当期純利益 188,883 260,456

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,505 2,096

為替換算調整勘定 2,460 62

その他の包括利益合計 8,966 2,159

包括利益 197,850 262,615

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 197,850 262,615
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年８月１日 至 平成29年７月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 251,577 282,269 2,756,823 △20,134 3,270,535

当期変動額

剰余金の配当 △83,534 △83,534

親会社株主に帰属する

当期純利益
188,883 188,883

自己株式の取得 ―

自己株式の処分 ―

連結範囲の変動 △3,528 △3,528

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― 101,820 ― 101,820

当期末残高 251,577 282,269 2,858,644 △20,134 3,372,355

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 11,609 ― 11,609 3,282,144

当期変動額

剰余金の配当 △83,534

親会社株主に帰属する

当期純利益
188,883

自己株式の取得 ―

自己株式の処分 ―

連結範囲の変動 △4,247 △4,247 △7,775

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
6,505 2,460 8,966 8,966

当期変動額合計 6,505 △1,786 4,719 106,539

当期末残高 18,115 △1,786 16,329 3,388,684
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当連結会計年度(自 平成29年８月１日 至 平成30年７月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 251,577 282,269 2,858,644 △20,134 3,372,355

当期変動額

剰余金の配当 △71,093 △71,093

親会社株主に帰属する

当期純利益
260,456 260,456

自己株式の取得 △65,828 △65,828

自己株式の処分 24,123 18,756 42,880

連結範囲の変動 ―

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 24,123 189,363 △47,071 166,414

当期末残高 251,577 306,392 3,048,007 △67,206 3,538,769

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金

為替換算

調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 18,115 △1,786 16,329 3,388,684

当期変動額

剰余金の配当 △71,093

親会社株主に帰属する

当期純利益
260,456

自己株式の取得 △65,828

自己株式の処分 42,880

連結範囲の変動 ―

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
2,096 62 2,159 2,159

当期変動額合計 2,096 62 2,159 168,573

当期末残高 20,211 △1,723 18,488 3,557,257
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年８月１日
　至 平成29年７月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年８月１日

　至 平成30年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 300,721 376,494

減価償却費 120,420 96,250

のれん償却額 33,452 36,493

賞与引当金の増減額（△は減少） △19,194 -

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,500 2,500

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,700 △74,500

株式給付引当金の増減額（△は減少） - 8,550

受取利息及び受取配当金 △1,985 △2,135

支払利息 5,749 5,815

売上債権の増減額（△は増加） 256,662 △158,048

たな卸資産の増減額（△は増加） 269,191 △1,083,769

未収入金の増減額（△は増加） △40,591 △2,073

仕入債務の増減額（△は減少） △868,932 764,996

前受金の増減額（△は減少） △11,551 420,138

その他 △64,307 90,818

小計 △14,164 481,530

利息及び配当金の受取額 1,990 2,137

利息の支払額 △5,737 △5,800

法人税等の支払額 △43,356 △117,931

法人税等の還付額 7,906 49

営業活動によるキャッシュ・フロー △53,362 359,985

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 10,189 -

有形固定資産の取得による支出 △16,088 △12,913

有形固定資産の売却による収入 44,342 -

無形固定資産の取得による支出 △15,719 △15,878

定期預金の預入による支出 △301,530 △100,176

定期預金の払戻による収入 401,522 200,691

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△1,504,796 -

その他 △60 △8,420

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,382,141 63,301

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,100,000 -

短期借入金の返済による支出 △1,100,000 -

長期借入れによる収入 900,000 -

長期借入金の返済による支出 △94,330 △111,996

自己株式の処分による収入 - 42,880

自己株式の取得による支出 - △65,828

配当金の支払額 △84,606 △70,962

財務活動によるキャッシュ・フロー 721,063 △205,907

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,834 283

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △711,607 217,662

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 40,673 -

現金及び現金同等物の期首残高 1,978,747 1,307,813

現金及び現金同等物の期末残高 1,307,813 1,525,475
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、包装機械、生産機械の２つの事業単位で組織が構成されており、各事業単位で日本及び海外の

包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社グループは「包装機械」「生産機械」の２つを報告セグメントとしております。

「包装機械」は、自動包装機械の設計・製造・販売及び保守サービスを行っております。「生産機械」は食品製

菓製造機械の設計・製造・販売及び保守サービスを行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高又は振替額は、主に市場実勢価格に基づいております。

　

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成28年８月１日 至 平成29年７月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２包装機械 生産機械 合計

売上高

外部顧客への売上高 5,724,060 927,173 6,651,233 ― 6,651,233

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,724,060 927,173 6,651,233 ― 6,651,233

セグメント利益または損失(△) 370,005 △106 369,898 △75,948 293,950

セグメント資産 4,073,218 2,811,484 6,884,702 ― 6,884,702

その他の項目

減価償却費 53,941 66,479 120,420 ― 120,420

のれん償却額 ― 33,452 33,452 ― 33,452

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

30,279 1,936,565 1,966,844 ― 1,966,844

(注) １ セグメント利益の調整額△75,948千円は、企業結合に係る取得関連費用であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 平成29年８月１日 至 平成30年７月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額
(注)２包装機械 生産機械 合計

売上高

外部顧客への売上高 6,163,977 934,117 7,098,094 ― 7,098,094

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 2,776 2,776 △2,776 ―

計 6,163,977 936,893 7,100,870 △2,776 7,098,094

セグメント利益 354,949 16,559 371,509 613 372,123

セグメント資産 4,620,171 3,576,915 8,196,715 ― 8,197,086

その他の項目

減価償却費 55,328 40,921 96,250 ― 96,250

のれん償却額 ― 36,493 36,493 ― 36,493

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

22,846 ― 22,846 ― 22,846

(注) １ セグメント利益の調整額613千円は、セグメント間取引の消去であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成28年８月１日
至 平成29年７月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年８月１日
至 平成30年７月31日)

１株当たり純資産額 1,960.61円 2,014.15円

１株当たり当期純利益金額 106.27円 146.87円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 株主資本において自己株式として計上されている役員向け株式交付信託に残存する当社の株式は、１株当た

り純資産額の算定上、期末発行済株式数から控除した自己株式数に含めており、１株当たり当期純利益金額

の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式数から控除した当該自己株式数は当連結会計年度31,200株で

あり、１株当たり当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、当連結会計年度

11,270株であります。

３ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成28年８月１日
至 平成29年７月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年８月１日
至 平成30年７月31日)

１株当たり当期純利益金額

　親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 188,883 260,456

　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

188,883 260,456

　普通株式の期中平均株式数(株) 1,777,331 1,773,403
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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